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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2022年４月 11日に公表した 2023年２月期（2022年３月１日～2023

年２月28日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 
 
1． 当期連結業績予想数値の修正（2022年３月１日～2023年２月28日） 

（単位：百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１ 株 当 た り 
連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 330,000 25,650 25,000 14,000 345円19銭 

今回修正予想（Ｂ） 316,000 19,700 20,000 10,500 258円89銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △14,000 △5,950 △5,000 △3,500  

増 減 率（ ％ ） △4.2 △23.2 △20.0 △25.0  

（参考）前期連結実績 

（2022 年２月期） 
357,190 20,919 23,281 16,393 404円20銭 

（注）当社は「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）を当第１四半期連結会計

期間の期首から適用しております。 

また、前連結会計年度である 2022年２月期は決算期変更に伴い、12か月８日決算となっており、当社及

び連結子会社アークホーム株式会社（旧 株式会社アークスタイル）は2021年２月21日から2022年２月

28日まで、連結子会社株式会社ビバホームは2021年１月１日から2022年２月28日までとなっておりま

す。 

 

2． 修正の理由 

 第３四半期累計期間の業績において、売上高については想定以上に新型コロナウイルス感染症による行動制限

の緩和を主要因とした家中需要の減少とアクリルパーテーション等の感染症対策用品の需要の一巡により客数

の減少が続き前年を下回りました。 

 利益面では上海のロックダウンによるプライベートブランドの欠品及び急激な円安の進行等による物価高の

影響で売上総利益率が予想を下回ったことに加えて、販売費及び一般管理費における水道光熱費の大幅な上昇に

より営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が伸び悩みました。 

 第４四半期においても上記した傾向が続き、前回発表予想を下回る見込みであることから各項目を今回修正予

想のとおり、修正いたします。 
 

以 上 
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